
日 が 沈 ん だ ら 、 旧 市 街 の バ ル 街 へ 。 こ こ か ら が サ ン ・ セ バ ス テ ィ

ア ン の 本 当 の 楽 し み と 言 っ て も 過 言 で は な い 。 旧 市 街 に は た く さ

ん の バ ル が 密 集 し 、 食 べ 歩 き を 楽 し む 人 た ち で い っ ぱ い ！ あ ら か

じ め チ ェ ッ ク し た 店 に 行 っ て も い い し 、 町 歩 き の 最 中 に 気 に な っ

た 店 に ふ ら り と 立 ち 寄 っ て み る の

も 面 白 い だ ろ う 。

ス ペ イ ン で は 、 ひ と つ の バ ル に 長

居 す る の で は な く 、 い く つ か の バ

ル を は し ご す る の が 粋 な 楽 し み

方 。 ピ ン チ ョ ス と い う お つ ま み と

一 緒 に 、 ア ル コ ー ル を 思 う 存 分 味

わ っ て 。 バ ル 以 外 に も ミ シ ュ ラ ン

3 つ 星 を 獲 得 し た レ ス ト ラ ン が 1 0

軒 以 上 も あ る な ど 、 美 食 の 町 と し

て 知 ら れ て い る 。

サ ン ・ セ バ ス テ ィ ア ン

カ ウ ン タ ー に ピ ン チ ョ ス が 並 ぶ 、 バ ス ク 地 方 の 伝 統 的 な バ ル

バ ル の 美 食 に 酔 い し れ る
ス ペ イ ン を 代 表 す る 避 暑 地

ス ペ イ ン 、 バ ス ク 地 方 の 旅
S p ai n / B as q ue S a n Se b asti á n

ジ ェ ネ ラ ル イ ン フ ォ i n ス ペ イ ン

時 差 ： 日 本 よ り 8 時 間 遅 れ 。 サ マ ー タ イ ム 実 施 期 間 （ 3 月 最 終 日 曜 ～

1 0 月 最 終 日 曜 ） は 7 時 間 。

ビ ザ ： 観 光 を 目 的 と し た 滞 在 の 場 合 、9 0 日 以 内 な ら 不 要 。

通 貨 ： ユ ー ロ （ 2 0 2 4 年 5 月 現 在 € 1 = 1 6 8. 0 5 円 ）

物 価 ： 宿 泊 費 や 外 食 費 な ど 、 日 本 と ほ ぼ 変 わ ら な い か や や 高 い 。 特 に

円 安 の 昨 今 、 物 価 は 日 本 よ り も 高 く 感 じ る こ と が 多 い 。

ベ ス ト シ ー ズ ン ： 春 か ら 秋 に か け て の 4 ～ 1 0 月 が 観 光 シ ー ズ ン 。

ビ ー チ で 泳 ぐ な ら 、 盛 夏 の 7 ～ 8 月

が ベ ス ト 。 バ ス ク 地 方 は ス ペ イ ン

の 北 部 に あ る た め 、 夏 で も 比 較 的

涼 し く て 過 ご し や す い 。

ス ペ イ ン の ユ ー ス ホ ス テ ル 情 報 ：

h t t p s: / / r e aj. c o m

詳 細 は 「 地 球 の 歩 き 方 ス ペ イ ン 」

「 a r u c o ス ペ イ ン 」 へ ⇒

ス ペ イ ン 北 部 、 フ ラ ン ス と の 国 境 に も 近 い バ ス ク は 、

独 特 の 文 化 と 風 習 が 息 づ く 地 方 。

「 世 界 一 の 美 食 の 町 」 と し て 名 高 い

サ ン ・ セ バ ス テ ィ ア ン と 「 ア ー ト の 町 」 ビ ル バ オ 。

バ ス ク を 代 表 す る 2 大 都 市 の 魅 力 を 探 る 。

「 ビ ス ケ ー 湾 の 真 珠 」 と 称 さ れ る

サ ン ・ セ バ ス テ ィ ア ン は 、

ブ ル ー の 海 に 面 し た 美 し い 港 町 。

昼 は ビ ー チ で ま ど ろ ん で 、

夜 は バ ル で ピ ン チ ョ ス 三 昧 。

こ れ が こ の 町 の 過 ご し 方 。

（ サ ン ・ セ バ ス テ ィ ア ン 、 ビ ル バ オ ）

町 は コ ン チ ャ 湾 沿 い に 広 が っ て お り 、 小 高 い 丘 に な っ た モ ン テ ・

ウ ル グ ル の 南 側 に あ る 旧 市 街 が 観 光 の 中 心 。 石 造 り の 優 美 な 旧 市

街 の 町 並 み は 、 中 世 に は サ ン テ ィ ア ゴ 巡 礼 路 の 宿 場 町 と し て 栄 え 、

1 9 世 紀 に は ハ プ ス ブ ル ク 家 の 王 妃 マ リ ア ・ ク リ ス テ ィ ー ナ の 保 養

地 と な り 避 暑 地 と し て ヨ ー ロ ッ パ

中 に 名 を は せ た 。

湾 に 沿 っ て コ ン チ ャ 海 岸 と い う

ビ ー チ が あ り 、 夏 に は 海 水 浴 を 楽

し む 人 々 で に ぎ わ う 。 町 に 到 着 し

た ら 、 ま ず は 西 に あ る モ ン テ ・ イ

ゲ ル ド の 丘 に 上 り 、 美 し く 湾 曲 す

る 海 岸 線 を 眺 め よ う 。 そ の あ と は

ビ ー チ 沿 い を ゆ っ く り と 歩 い て 旧

市 街 へ 。 博 物 館 や 教 会 を 回 っ た り

と 思 い 思 い に 過 ご し た い 。

町 の す ぐ そ ば に あ る

ビ ー チ で の ん び り

夜 に な っ た ら

旧 市 街 の バ ル 巡 り

モ ン テ ・ イ ゲ ル ド の 丘 か ら 市 街 を 見 渡 す

夜 の 町 を バ ル を 求 め て 歩 こ う

サ ー フ ァ ー た ち の 姿 も 多 い

バ ル の カ ウ ン タ ー に は

ピ ン チ ョ ス が び っ し り ！

屋 外 に も 席 が あ る 店 も

ビ ー ル や ワ イ ン で 「 サ ル ー （ 乾 杯 ）！ 」

ビ ー チ 沿 い に は 遊 歩 道 が あ る

1 9 世 紀 に 建 て ら れ た 市 庁 舎

ビ ル バ オ

サ  ン ・ セ  バ  ス  テ  ィ ア  ン

バ ス ク 地 方

バ ル セ ロ ナ

マ ド リ ー ド

1 2 1 3



ピ ン チ ョ ス と は ？

美 食 の 町 で バ ル 巡 り

バ ス ク 地 方 の 名 物 料 理

バ ル と は 何 ？

チ ャ コ リ は

上  か ら 勢  い  よ く

注  ぎ  ま  す ！

川 沿 い を 歩 い て

モ ダ ン ア ー ト に 触 れ る

旧 市 街 の バ ル で

創 作 ピ ン チ ョ ス を 堪 能 ！

ビ ル バ オ の 夜 の 楽 し み も ま た 、 バ ル 巡 り 。 町 は ビ ル バ オ 川 を 挟 ん

で 西 が 新 市 街 、 東 が 旧 市 街 と 大 き く 分 け ら れ る 。 グ ッ ゲ ン ハ イ ム 、

ビ ル バ オ の 両 美 術 館 が あ る の は 新 市 街 。 旧 市 街 に は 商 店 や 市 場 が

点 在 し て お り 、 当 て も な く 散 策 す る の が 楽 し い 。

バ ル が 集 中 す る の は 旧 市 街 の ヌ エ バ 広 場 一 帯 。 伝 統 的 な ピ ン チ ョ

ス の ほ か 斬 新 な 創 作 ピ ン チ ョ ス を 提 供 す る 店 も 多 く 、 バ ル を は し

ご す る た び に 新 た な 味

に 出 合 え る の が う れ し

い と こ ろ 。 見 た 目 が ユ

ニ ー ク な ピ ン チ ョ ス も

あ る の で 、 写 真 に 撮 っ

て S N S に ア ッ プ す る の

も お す す め だ 。

ビ ル バ オ

＜ お す す め の バ ル ＞

バ ス ク 地 方 の 中 心 都 市

Bil b a o

バ ス ク 地 方 の 産 業 と 文 化 の 中 心 と し て

栄 え る 町 、 ビ ル バ オ 。

ス ペ イ ン の モ ダ ン ア ー ト の 拠 点 で も あ る

グ ッ ゲ ン ハ イ ム 美 術 館 を 要 す る

芸 術 都 市 と し て も 知 ら れ る 。

ス ペ イ ン に 来 た ら 、 絶 対 に 行 き た い の が バ ル ！

各 町 に 必 ず あ る が 、 バ ス ク 地 方 は

そ の 本 場 と い わ れ る 。

バ ル は 、 数 軒 は し ご す る の が 通 な の だ 。

ビ ス ケ ー 湾 に 注 ぐ ビ ル バ オ 川 の 両 岸 に 広 が る 町 。 川 に 面 し た シ ル

バ ー の 斬 新 な 建 物 が 、 グ ッ ゲ ン ハ イ ム 美 術 館 だ 。 ニ ュ ー ヨ ー ク の

同 名 美 術 館 の 分 館 と し て 1 9 9 7 年 に オ ー プ ン 。 以 来 ス ペ イ ン に お

け る モ ダ ン ア ー ト の 殿 堂 と し て そ の 名 を と ど ろ か せ て い る 。 南 に

は ビ ル バ オ 美 術 館 も あ り 、 旧 館 で は 1 2 ～ 1 7 世 紀 の ス ペ イ ン 絵 画

を 、 新 館 で は 現 代 美 術 の 作 品 を 展 示 し て い る 。

ビ ル バ オ 川 の 河 口 に は 、 世 界 最 古 の 運 搬 橋 ・ ビ ス カ ヤ 橋 が あ る 。

全 長 約 1 6 0 m の 鉄 橋 で 、 橋 桁 か ら つ り 下 げ ら れ た ゴ ン ド ラ で 橋 を

渡 れ る 。 ゴ ン ド ラ は 地 元 の 人 の 足 と し て 使 わ れ て い る ほ か 、 観 光

客 に も 大 人 気 。 町 の 中 心 か ら は 地 下 鉄 で 2 0 分 ほ ど な の で 、 ア ー ト

鑑 賞 と 一 緒 に 1 日 で 回 る こ と が で き る 。

パ ン の 上 に 総 菜 を 乗 せ 、 楊 枝 や 串 を 刺 し た も の が ピ ン チ ョ ス 。 片 手 で

食 べ ら れ る フ ィ ン ガ ー フ ー ド で 、 代 表 的 な メ ニ ュ ー は こ ち ら ！

フ ラ ン ク ・ ゲ ー リ ー の 設 計 し た グ ッ ゲ ン ハ イ ム 美 術 館

建 物 前 に 置 か れ た 「 パ ピ ー 」 。

美 術 館 の マ ス コ ッ ト 的 存 在

夜 に は ラ イ ト ア ッ プ さ れ る

新 市 街 の 中 心 、 モ ユ ア 広 場昼 か ら 営 業 の バ ル も 多 い そ ぞ ろ 歩 き が 楽 し い 旧 市 街

1 8 9 3 年 に 開 通 し た ビ ス カ ヤ 橋

運 河 に 沿 っ て 歩 い て み る の も お す す め

干  ダ  ラ を ニ  ン ニ ク と ト ウ

ガ  ラ シ 風  味  の オ リ ー ブ

オ イ ル で 煮 込 ん だ 料 理

バ  カ  ラ  オ ・ ア  ル ・
ピ  ル ・ ピ  ル

B ac al a o al pil pil
具 材 が た っ ぷ り 入 っ た

バ ス ク 風 オ ム レ ツ 。 ふ

わ り と し た 食 感 が 特 徴

ト ル テ ィ ー リ ャ
Tortill a

軟 ら か な ヤ リ イ カ の イ カ ス

ミ 煮 込 み 。 ラ イ ス が 添 え ら

れ る こ と が 多 い

チ  ピ  ロ  ネ  ス ・ エ  ン ・
ス ・ テ  ィ  ン  タ
C hi pir o nes e n s u ti nt a

サ ン ・ セ バ ス テ ィ ア ン

1 9 2 8 年 に 創 業 し た 老 舗 の バ ル 。 伝

統 的 な バ ス ク 料 理 を ベ ー ス と し た ピ

ン チ ョ ス が 味 わ え る 。 観 光 客 の ほ か

地 元 の 人 に も 人 気 が あ る 。

ボ  デ  ガ ・ ド  ノ  ス  テ  ィ  ア  ラ
B o de g a D o n osti arr a

住 所 ： P e ñ a y G o ñi 1 3

T E L ： 9 4 3 0 1 1 3 8 0

U R L ： w w w. b o d e g a d o n o
s ti a r r a . c o m / e n

ビ ル バ オ

ヌ エ バ 広 場 の 一 角 に あ る 人 気 店 。 カ

ウ ン タ ー に は 、 見 た 目 も き れ い な 創

作 ピ ン チ ョ ス が 並 ん で い る 。 数 々 の

受 賞 歴 が あ る 実 力 派 。

グ  レ ・ ト  キ
G ure To ki

住 所 ： Pl a z a N u e v a 1 2

T E L ： 9 4 4 1 5 8 0 3 7

U R L ： w w w. g u r e t o ki. c o m

入 店 か ら ピ ン チ ョ ス の 注 文 、 お 会 計 ま で 、 バ ル

の 基 本 的 な 利 用 方 法 は こ ち ら 。 実 際 に 現 地 に 行

く 前 に 知 っ て お く と 安 心 。

青 ト ウ ガ ラ シ に オ リ ー

ブ 、 ア ン チ ョ ビ を 刺 し た

ヒ ル ダ  Gil d a

濃 厚 な フ ォ ア グ ラ を 使 っ

た 贅 沢 ピ ン チ ョ ス の フ ォ

イ エ  F oi e

ハ モ ン ・ セ ラ ー ノ J a m ó n 

S e r r a n o と い う 生 ハ ム が

た っ ぷ り ！

ス ペ イ ン 風 コ ロ ッ ケ の ク

ロ ケ ッ タ  C r o q u e t a 。 具

は さ ま ざ ま

ガ リ シ ア 名 物 の タ コ 料

理 、 プ ル ポ ・ ガ リ ェ ー ゴ

P ul p o G all e g o

ス ペ イ ン で は 、 シ ラ ス も

食 べ る 。 ピ ン チ ョ ス で も

人 気 メ ニ ュ ー

ピ ン チ ョ ス と 一 緒 に 頼

み た い の は 、 バ ス ク 伝

統 の 微 発 泡 ワ イ ン の

チ ャ コ リ や リ ン ゴ 酒 の

シ ー ド ラ 。

海 に 面 し て い る だ け に 、 新 鮮 な シ ー フ ー ド を 使 っ た 料 理 が 豊 富 。 な

か で も 「 バ カ ラ オ 」 と い う 特 産 の 干 ダ ラ を 使 っ た も の が 有 名 。

バ ル と は ス ペ イ ン 版 の 居 酒 屋 で 、 主 に カ ウ ン タ ー が あ る 飲 食 店 の こ

と を 指 す 。 カ ウ ン タ ー に は お つ ま み と な る ピ ン チ ョ ス が ズ ラ リ 。

ピ ン チ ョ ス の
お 供 は コ レ ！

ピ ン チ ョ ス と の 相 性 抜 群

バ ル の

利 用 方 法

予 約 は 基 本 的 に 不 要 。 テ ー ブ ル

で も カ ウ ン タ ー で も 空 い て い る

席 に 座 ろ う 。

気  に  な  っ た  店  へ  G o ！S T E P

0 1

オ ー ダ ー は セ ル フ 。 カ ウ ン タ ー

に 行 き 好 き な ピ ン チ ョ ス や ド リ

ン ク を 選 ぶ 。

ピ ン チ ョ ス を オ ー ダ ーS T E P

0 2

頼 ん だ ド リ ン ク と ピ ン チ ョ ス を

受 け 取 っ た ら 、 席 に 戻 り 思 う 存

分 に 味 わ っ て ！

着 席 、 ピ ン チ ョ ス を 味 わ うS T E P

0 3

食 べ 終 わ っ た ら レ ジ で 会 計 。 基 本 的 に 後 払 い だ が 、 料

理 の 受 け 取 り 時 に 払 っ て も  O K 。

会 計 を 済 ま せ て 退 店S T E P

0 4

1 4 1 5



こ ど も は お と な に 。

お と な は こ ど も に 、

な れ る 場 所 。

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 は 日 本 国 内 に ユ ー ス ホ ス テ ル を 設 置 ・ 運 営 す る と

共 に 、 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル 連 盟 （ H o s t elli n g I n t e r n a ti o n al ） や 各 国 の ユ ー ス

ホ ス テ ル 協 会 と 協 調 し 、 知 見 を 広 め る 「 旅 」 を 促 進 す る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

v ol. 3 7

C o v er I nt er vi e w

渡 部 陽 一
ま ず は “ ひ と つ だ け ” で い い 。

相 手 の こ と を 知 っ て み る こ と か ら 、

変 え て い こ う 。

H o st elli n g M a g a zi n e
×  地 球 の 歩 き 方

バ ル の 美 食 に 酔 い し れ る

ス ペ イ ン 、 バ ス ク 地 方 の 旅

H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 3 7

ま と め て ダ ウ ン ロ ー ド

松 鳥 む う の

晴 れ と き ど き 旅 び よ り

鉄 道 写 真 家 櫻 井 寛

「 列 車 で 行 こ う ！ 」  　

P. 0 2 P. 0 8

P. 1 2 P. 1 6

P. 1 8

Y H- G UI D E  
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

北 海 道 / 青 森 県 / 

岩 手 県 / 宮 城 県 / 

秋 田 県 / 山 形 県

P. 2 0

※ 本 誌 の 情 報 は 2 0 2 4 年 6 月 2 0 日 現 在 の も の で す 。 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 お 出 か け の 前 に 現 地 に お 確 か め く だ さ い 。
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※ 本 誌 掲 載 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。
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乗 鞍 高 原 温 泉
ユ ー ス ホ ス テ ル

「 人 と 人 と の つ な が り 」 を 紡 ぐ

標 高 1 , 5 0 0 m の 温 泉 宿 　
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